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2.研 究 のね らい ・目的

この研究班のね らいは、地域が何 らかのまとまりを もって成立す る力学を、社会科学者 と人

文科学者が共 同で究明 しようというところにある。

そこで前提 とされているのはおよそあらゆる地域において次の二方向のベ ク トルが並存 して

いるということである。つまり、一方で、ある地域をそれ自身の固有性によって他 と区別 し、

これを完結 した共 同世界 として形成 しようというベ ク トル、すなわち 「内世界」形成へ向か う

ベク トルが あり、他方で、い くつかの内世界 と同質化 ・共通化 ・普遍化 させようというもう一

つのベ ク トル、す なわち 「外文明」がある。ある地域の固有性を把握するということは、内世

界 と外文明の間のこの連関の様相 と相互作用の力学を解明す ることにほかな らない。 しか も肝

心なことは、これ を 「外」の挑戦 に対する 「内」の応戦とい う視点では毛頭な く、内世界それ

自身の主体的営為 という視点において捉えることである。 「外」はいつ も 「内」の問題と して

表われる。 「外」 は 「内」に受容 され 「内」において定位されていく。 このダイナ ミクスを研

究主題 とする。

次 にわれわれの研究対象は、東南アジアの精神世界である。別言すれば東南アジア世界を物

理空間 ・社会空間 ・意味空間の三つに分 けた際の意味空間が研究対象である。 ここに意味空間

とはそ こに住 まう人々によって描 き出された世界の姿かたちでありそのイメー ジである、 とい

うことができる。人々は時間について さらに空間についてどのように了解す るのか、その 「了

解の構造」 とはどのようなものなのか、また、人 々が共通にあるいは個別的に得ていく日々の

経験、それがあ りきた りの経験であれ、尋常な らざる経験であれ、それに対 して、どのような

かたちを与え るのか、そこに認め られる 「意味の構造」はどのような ものであるのか。 これ ら

が、当面の研究課題、研究対象であ り、そのために、言語 とシンボル(儀 礼、神話、民話、倫
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理、法、芸術等)を 中心 とした幅の広い分野が研究対象 となる。

この研究は他の さまざまな研究 グループとの間の共同研究 として進め られなければならない。

意味空間論 という研究分野を物理空間論 ないし生態空間論、また社会空間論 と連動 させ ること

が必要なのである。意味空間が生態空間や社会空間を越えて成立す ること、また時として三者

が相互に無関係であることはいうまで もない。 しか しそのことはこれら三者の間の生き生 きと

した対話 こそがもっとも求められているのである。このような対話 と親密な研究交流を通 じて、

東南 アジアを全体 的にみる視座は、東南アジア地域以外の研究者 を含めることによっては じめ

て成立可能 となるであろう。

このようにして、東南アジアそれ自体の研究を通 して、たんに東南ア ジアだけでな く、広 く

人類が生み出してきた 「文明 と文化」についての原理的な問いか けを行 ない、そのい くさきに

ついての思索を深 めることを 目的 とする。

3.平 成7年 度の 研究経 過

平成7年 度において研究班 として3回 の研究会を開催 した。

これ らの研究会の概要は次 のとお りである。

7月2日 ～3日 第1回 研究会[於 京都]

今年度の基本方針につ いて

7月20日 ～21日 第2回 研究会[於 京都]

「蘭領印度戦争犯罪裁判所 海軍行政地区事件報告」(報 告者:西 山要)

土屋健治著rイ ン ドネ シア 思想の系譜」を読 む

8月4日 ～6日 第3回 研究会[於 岐阜県平湯温泉 および長野県美ガ原温泉]

『総合的地域研究』第10号 掲載論文の合評会

第1回 研究会では、平域7年 度における研究会の基本方針について意見を交換 した。本研究

班の研究代表者であった土屋健治氏は、平成7年2月27日 に逝去 した。それにともなって研

究代表者が西村に交代 したが、それによって生 じる問題点について話 し合い、今年度の研究計

画 につ いて論議 した。

第2回 研究会で は、初 日(7月20日)、 元海軍司政官であった西山要氏(前 四天王寺国際仏

教大学教授、弁護士)を ゲス ト・スピーカーとして招 き、昭和21年9月 から昭和22年4月 にか

けてボルネオ(イ ン ドネシア)バ リクパパ ン戦犯の法定弁護人を務めた経験の報告を受けた。
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戦争犯罪裁判 に関する詳細な体験報告を受け、戦争 と犯罪、裁判 と弁護に関する論議が展開さ

れた。

第2回 研究会の2日 目(7月21日)は 、前研究代表者 ・土屋健治氏の遺著 といえる 『イ ン ド

ネ シア 思想の系譜』(勤 草書房、1994年)を 題材として、土屋氏が繰 り広げた国民国家論、

ナ ショナ リズム論を読み解 くことによって、本研究班のテーマである 「外文明と内世界」の問

題を土屋氏が どの ように描 こうとしたかについて論 じ合 った。

第3回 研究会は、土屋氏の故郷である長野県松本市他を会場 とし、土屋氏の追悼エ ッセイ集

としての色彩が濃いr総 合的地域研究」第10号 の掲載予定論文を各 自が持 ち寄 り、それについ

て論議す る形式を とった。その成果は、r総 合的地域研究」第10号 に示 されているとお りであ

る。

以上のほか、 「外文明と内世界」の研究と関連 して、個別に国内調査、海外調査が行われた。

西村 は、1995年10月 から12月 にかけ、カ リマンタンのイン ドネシア ・マ レーシア国境地帯お

よび北スラウェシのフィ リピン国境に近い地域を訪れ、学校調査を行なった。学校教育の活動

か らナショナ リズムの要素、 ローカリゼーションの要素、国際化の要素を取 り出 し、それ らが

もた らす力学を考察 しようとした。

河上は、西欧植民地支配の歴史的意義を、近代 日本の果た した役割を視野に収めつつ検討 し、

植民地の類型学を試みた。具体的には、第二次世界大戦の 日本の敗北 と戦後処理の問題を、植

民地解放独立とい った視角か ら明 らかに しようとした。第2回 研究会 と関連 して、イ ン ドネシ

アにおける 「戦犯」裁判 との関連究明が図られた。

白石は、1995年4月 にベ トナムを訪問 し、宮廷文化(音 楽、舞踊)の 保存状況、次世代への

文化伝統の継承状況1さ らに刷新政策のなかにおける伝統文化の位置につ いて調査を行なった。

1995年8月 か ら9月 にかけては、ベ トナム、ラオス、タイを訪れ、ベ トナムの経済発展 と文化

の関わ り、ベ トナムと近隣諸国の交流状況について調査 した。

横 山は、大雑書調査に関連 して、それを文献研究か ら裏打ちするため、京都大学人文科学研

究所の東アジア媒介事象研究 グループの協力を得て、陰陽道関係書を分析 した。また国立民族

学博物館における共 同研究 「近代における く異文化〉像の形成」に参加 し、19世 紀 ヨーロッパ

の人類学の他者認識の諸相、 とくに写真や図像による認識を解明 した。このほか、和歌山、滋

賀両県において、残存厚冊本節用集類の調査、編著r貝 原益軒:天 地和楽の文明学』の編集作

業にあたった。

園田は、 日本に関す る一連の地域研究である日本人論 ・日本文化論を題材 として、 「日本的
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特色」が どのような論理構造のうえに成立 しているかを明らかに しようとした。 日本文化論は、

日本の文化の特色を 日本独 自の国民性や社会的性格や 日本的制度などで明らかに しようとして

いるが、そうした枠か ら脱却する方策を検討 している。

弘末は、スマ トラ島を事例に して、海域東南アジアがイン ド文明、 中国文明、イスラーム文

明、西欧文明などの外文明の影響を繰 り返 し受なが ら固有世界を形成 したプロセスを解明 しよ

うと した。具体的には、13世 紀か ら20世紀にかけてのスマ トラ島における国際海洋交易活動を

通 して、イン ド文 明、イスラーム文明、西欧文明との接触を検討 し、 これ らの文明をもたらし

た人 々がいかなる集団であ り、また内世界の形成 にどのようにかかわ ったのかを解明 した。

4.研 究の成果 とフロンテ ィア

第一 に、東南アジア地域研究を専門とする班員か らの 「外」と 「内」の重層的構造を解明す

る試みが個別具体的に進められた。弘末の場合を例示するならば、近世スマ トラの内世界(内

陸民族世界の原型)の 形成に南イ ン ド系移住者の寄与 した役割が少なか らぬものであった こと

が明 らかになった。従来、彼 らがスマ トラにおけるイ ン ド化やイスラーム化において重要 な役

割を果た したことが指摘されてきたが、同時に彼 らがスマ トラ島において現地人 と接触、混交

し、内陸部に定住 した際に、 「土着先住民」 という概念の構築に寄与 したと考え られる。外文

明の導入と内世界の形成とが、彼 らの介在を通 して同一局面で進行 した可能性がある。そ して

この 「土着先住民」概念が世界帝国を 自任 した隆盛 した港市国家(例 えばアチェ)の 周縁部に

生 じているという興味深い事象が明 らかにな った。

ベ トナムにおける植民地支配の問題を解明 しようとする白石、イン ドネ シアにおける国民統

合 と教育の関係を究明 しようとする西村 もそれぞれ、 「外」と 「内」の相互関係について個別

具体的に研究を展開させている。

第二に、 日本地域研究およびヨーロッパ地域研究を専門とする班員か ら外文明と内世界の関

係をめ ぐる比較の視座が提示 された。横山によると、内世界の統合過程は、単なる物や情報の

流れの統合 よりも、雅俗意識を核 とした多様な礼法の広まりにささえ られた文明化の過程であ

った。そのばあい、地理的な内外の明確なへだてよりも、雅俗の別のほうが強 く意識 されがち

であり、内世界は雅世界 として、外世界はその薄ま りい くさきとして考え られた。典型例は、

貝原益軒の中国観、印度観 に見ることができる。

西欧植民地支配の歴史的意義を比較考察 している河上、逆決序論を発表 して、 日本文化の分

析枠組が外国文化の分析にも有効であることを明確に しようとした園田もそれぞれ、外文明と
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内世界の関係についての新 しい視角を提示 しようとしている。

5.今 後 の課題

今後の課題 として以下の ことが挙げられる。

(1)分 析枠組の設定

上述 したように、個別具体的事例に即 した研究は展開 しているが、それ らを総合するた

めの分析枠組を設定することが課題 となる。

(2)個 別の研究成果の推進

共同研究 としての統合の必要性は認めなが らも、基本 的には、個 々の実証的な研究を重

視する。個 々の研究者は、個別具体的な現象のなかに 「外文明 と内世界」 というパラダ

イムをどのように取 り入れてい くかをつね に自問 しなければな らない。

(3)比 較の視点の重視

われわれの研究班は、東南アジア地域の研究者とそれ以外の分野の研究者(日 本、西欧)

とがほぼ同数か らなる。 この特徴を生かすために、東南アジアが外からどのように見える

のか、また、東南アジア的なダイナ ミズムを 日本や西欧に適用す ると、どの点でどのよう

に不都合が生 じるのか、あるいは逆に、 日本や西欧の特色が よくみえて くるのかという、

空間的な比較を重視 したい。 しか しそれとともに、方法的にも、歴史学、法政史、文明論、

教育学、国際関係論等、多様なので、方法論の間の比較 と相互交流について も留意 したい。

以上のことを踏まえ、最終成果報告書の作成を目標 としつつ、研究会等を通 した知的交流を

はかる。

6.研 究業績(平 成7年 度発表分)
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「ソ連 ・東 欧 圏 の 崩壊 とベ トナ ム共 産 主義 者 の 世界 認 識.」衛藤 藩 吉 先 生 古稀 記 念 論文 集 編 『20世 紀
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「ベ トナ ム文 化 活 動 」企 業 メセ ナ 協議 会 編 「メ セナ 白書1995』pp.289-293.1995.

「ベ トナ ム:刷 新 路 線 の ゆ くえ」 佐藤 経 明 、 矢 吹晋 、 白石 昌也 、丹 藤 佳 紀(編)『 変 貌 す るア ジア の

社 会 主義 国 家 』 三 田 出版 会,pp.129-186,1995.

「社 会 主 義 国家 ベ トナ ム の市 場 経 済:対 外 経済 開 放 政 策 の現 状 と将 来 」 白石 昌也 ・糸 賀 了 ・渡 辺 英

緒 編 『ベ トナ ム ビ ジネス の ル ール 』 日経BP出 版 セ ンター,pp.1-61,1995.

『ベ トナ ム の ラス ト・エ ンペ ラー 』翻 訳(フ ァム ・カ ク ・ホ エ)平 凡 社,1995.

「 「想 像 の共 同 体 」 か ら 「国 民 国 家!へ:土 屋 健 治著 「イ ン ドネ シア 思 想 の系 譜 』 に よせ て 」

「総 合 的地 域 研 究 』10:5-8,1995.

横 山 俊 夫

「日本 文 化 研 究 誕生 の こ ろ:{』 九世 紀 イ ギ リス を 中心 にjr国 際 交 流 』67:i8-25,1995.

「土 屋健 治 さん の 「アル マナ ック ・ム ラユ論 」」 『総 合 的 地域 研 究 』10:9-14,1995.

Die Rolle der Setsuyoshu im Zivilizationsund Kultur prozess," S. Formanek and S. 
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Wien: Literas, pp.75-92, 1995.

「貝 原 益 軒: 天地和楽の文明学』
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Gottingen:

平 凡 社, 388P. 1995.

  A. Ueda, (ed. ) 
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Die 
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175-184, 1995.

Entdeckungsrei.sen in Japans

園田英弘

「外 文 明 と 内 世 界 』 に つ い て こ 「総 合 的 地 域 研 究 』!0:ヱ5-17,1995.

弘末雅士
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 the Development 

Research Trends, 5:

of National, Regional 

115 -134, 1995.

and

「北 ス マ トラ と シ ュ リ ー ヴ ィ ジ ャ ヤ.「Museum東 京 国 立 博 物 館 美 術 誌 』537:14-22,1995.

「東 南ア ジア 」三 浦徹 ・東 長 靖 ・黒木 英 充編 「講 座 イ ス ラー ム世 界 別巻 イ ス ラー ム研 究 ハ ン ドブ ッ

ク』 栄光 教 育 文化 研 究 所,pp.180.186,1995.

「近 世 ス マ トラ 島の 内 世界 の 形成 と南 イ ン ドH}身 者 」 『総 合 的地 域研 究 』10:i8-23
,1995.
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